
 

 

 

 

 

 

中間考査お疲れ様!!! 
 皆さん、中間考査お疲れ様でした。思うような結果を残すことは出来ましたか？ 

テスト返し後アンケートを実施した教科があり、皆さんの回答を見ていると「事前にも

っとプリントを見直しておけばよかった」「先生の話をもっと聞いておけばよかった」

「四捨五入をこんなにも恨んだことはない」などがありました。定期テストは範囲が限

定されており「普段の授業の取り組み」がとても大切です。先生の説明、配布プリント

やワークの重要性を身に染みて実感したのではないでしょうか。次は期末テストです。

今回、納得いく点数を取れた人は更なるレベルアップ、納得できなかった人は今回の反

省点を洗い出し挑んでください！また、今回のテスト範囲は検定につながるものもある

ので復習も忘れずに頑張ってください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

部活動も本格化！ 
 今は、淡路総体や県総体が行われる時期です。先輩方は集大成に向けてチーム一丸と
なって切磋琢磨していることでしょう。まだ入部して 2 か月弱の皆さんは部活の雰囲
気に馴染むことに精一杯だと思います。しかし、先輩をリードしていく気持ちで部活動
に取り組んでみてください。後輩の頑張りや、底上げがチームの成長に大きく影響しま
す。また、先輩たちが引退するとチームの中心となり、各部を代表する存在になるの
で、今から気を引き締めて取り組んでいきましょう！皆さんの活躍を期待しています!!! 
 
 
 

 

 

 

 

iPad 配布！情報モラル見直そう 
 先日、学習用 iPad が配布されました。配布された時の皆さんの嬉しそうな表情がとて
も印象的です。スマートフォンや iPad は正しく使用すれば大変便利で効率よく作業す
ることができます。しかし、使い方を間違ってしまうと人生を狂わせる「凶器」に豹変
してしまうものです。iPad を手にした今、もう一度「情報モラル」について考えてみて
ください。 
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〇タブレット端末の利用について 

 １年生にタブレット端末が配布されましたが、利用方法と管理について確認を

お願いします。タブレットの利用については、現状はスマートフォンの利用と同

じく校内では教員の指示があった場合のみの利用可能となります。また、管理に

ついては盗難の可能性もありますので移動教室の際には必ず持ち運びをお願いし

ます。持ち運びの際のカバンについては可能であれば、クッション性のあるカバ

ンを用意していただくことを推奨させていただいておりますが、準備が難しいよ

うであれば、別の補助カバンや学校カバンに入れて持ち運びいただいても結構で

す。 

 

〇情報モラルについて 

 タブレットの配布にも関連することになりますが、情報モラルについて改めて

注意喚起です。スマートフォンなどの情報端末を常に持っていることが日常とな

り便利になる反面、使い方を誤ってしまうと取り返しのつかないことになります。

特にネット上へ自分自身の情報はもちろん、他人の個人情報を無断で公開するこ

とは学校の規則だけでなく法律上の問題にもなります。 

（個人情報に該当する主なものは「氏名」「生年月日」「住所」「電話番号」並びに

「顔写真」など個人を特定できる情報） 

 ネット上に公開された情報は「デジタルタトゥー」と呼ばれ、半永久的に残っ

てしまうといわれています。「友人しか見れない設定にしているから大丈夫」と思

っていても、それを見た友人が転載することもあります。公開した情報がネット

上に一生残っても大丈夫なのか、公開することで傷つく人がいないかなど改めて

考え、情報を取り扱ってください。 

スマホの使い方大丈夫？ 

 最近、スマホの使い方について気になる場面が多く見られるようになってきまし

た。特に、「授業中無断で使用していた」など担当の先生から指摘していただくことが

多くなっています。学校は、「集団で学ぶ場」です。1 人の勝手な行動が多くの人に悪

い影響を与えてしまいます。もう一度「スマホの使い方」について見直していきまし

ょう。 



小川先生からのメッセージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

大阪関西万博について 
 大阪・関西万博（EXPO 2025）は、2025 年に大阪の夢洲で開催される国際博覧会です。

テーマは「いのち輝く未来社会のデザイン」で、世界中の国々や企業が最新技術や文化を紹介す

るパビリオンを出展します。持続可能な社会の実現を目指し、SDGs に関連した展示やイベント

も多数予定されています。未来の暮らしを体験できる場になっています。是非、社会科の学習に

も繋がると思いますので色々調べてみてください。また、「バーチャル万博アプリ」や「万博ノ

ック」などもあるので LHR の時間に紹介しますね!!! 

６月２１日（土） 創立記念日（生徒休業日） 

６月２７日（金） LHR（テスト勉強の用意） 

６月２７日（金） 食堂営業、１学期最終日 

６月３０日（月） 午前授業 

７月１日（火）～ 

７月７日（月） 

期末考査  

※以降、終業式まで午前授業 

７月４日（金） 選科最終調査締め切り日（TA、TB） 

7 月１０日(木) 性教育講演 

7 月１４日(月) 校外学習 

7 月１５日(火) 食育講演会 

７月１６日（水） 球技大会（服装は体育授業時に準ずる） 

７月１８日（金）  終業式 

7 月 三者面談 

「インシデント（incident）」という言葉は知っていますか。重大な事故が起こる一歩

手前のことを言います。 

事件(ミス)があったが事故に至らなかった場合が「インシデント」であり、事件(ミ

ス)が事故に至った場合が「アクシデント（accident）」ということです。 

「心配」は、まだその手前のことをいいますがいくつか心配していることがあります。 

その中で今回、皆さんに考えて欲しいこと。「心配のうちに皆さんが気づき、インシデ

ント→アクシデントにつなげない。」ことです。 

みなさんにはそれぞれ個性があります。考え方の少しの違いや表現の仕方、反応の

仕方など、『あれ？少し違うなぁ・・』と感じることもあるでしょう。 

そうしたときに、その違いを受け入れきれずにボソッとこぼすこともあるでしょう。 

そこで考えて欲しい。 

人を傷つけることにならないか、話を聞いた人が不愉快にならないか、陰口・悪口

やうわさとして伝わり、そしてさらに多くの人を傷つけないか・・・。自分自身も傷

つくことにつながることも多く、無責任に広がってしまうことも多くあります。 

「心配」は我々が普段から皆さんに伝える言葉の中にあります。「インシデント」はい

ろいろな個性や出来事や事象を受け入れきれないあなた方自身の中にあります。「アク

シデント」はボソッと発した言葉や文字、接する態度の中にあります。「アクシデント」

は伝わる中で独り歩きをしてしまいます。そうなっては自分を離れ取り返しのつかな

いことにもつながってしまいかねません。 

以前の学年集会で、「一人一人の個性を尊重し、みんなで何かやり遂げることは素晴

らしい、そんな経験を積み重ねていってほしい」の言葉の中には、そんな中でこんな

ことが起こってほしくない、そんな思いも入っています。再度一人一人が洲本実業高

校で学ぶ三年間をよいものできるように考えていきましょう。 

 

6，7 月の予定 


